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研究業績2018年

【学会発表】
発表者（筆頭者に○）／タイトル／発表した学会・企画／場所／日程

Ⅰ．国際学会
○ Takayuki Sano, Takeshi Inoue, Akira Iai, Tatsuo Ichikawa, Kozo Asanuma, Kiyoshi Osa, Tadao 

Kuribara, Itaru Shigeyoshi

“Laparoscopic complete mesocolic excision via medial approach for descending colon cancer”

INTERNATIONAL SOCIETY OF UNIVERSITY COLON AND RECTAL SURGEONS（ISUCRS 2018）　

London　8 月 29 日～ 9 月 1 日

Ⅱ．国内学会総会
内川聡美

「肺癌患者におけるエルロチニブの副作用に対する多職種連携の一考察　～予防的スキンケアの介入から見

えてきた課題～」

第 32 回日本がん看護学会学術集会　千葉　２月４日

桑沢綾乃

「人工関節手術の術後トラブルゼロ、満足度 100％を目指して」

第 48 回日本人工関節学会　ランチョン・セミナー６　東京　２月 23 日

仁平高太郎

「Challenge for ZERO Complications －人工関節置換術における合併症低減の工夫とデバイスの役割－」

第 48 回日本人工関節学会　ランチョン・セミナー 11　東京　２月 24 日

○荒熊智宏、平澤　薫、藤田泰幸、和泉桂子

「水痘ワクチン定期接種化による一般病院での水痘患者の変化」

第 121 回日本小児科学会学術集会　福岡　４月 20 日

田中小百合

「夫婦間での感染が疑われたＣ型急性肝炎の一例」

日本内科学会ことはじめ 2018 京都　京都　４月 14 日

村本耀一、井上智友記、山田歩美

「ＭＡＬＤＩは市中病院において抗菌薬適正使用に革新をもたらすか」

日本内科学会ことはじめ 2018 京都　京都　４月 14 日
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○芳賀厚子、伊藤浄樹、榎本明美、市川清美

「当院における 2015 年初診妊婦の全体像と社会的背景についての考察」

第 70 回日本産科婦人科学会学術講演会　宮城　５月 12 日

金子しおり

「同時性両側男性乳癌の１例」

第 26 回日本乳癌学会学術集会　京都　５月 16 日～５月 19 日

○浅川友美、肥田徹、島村裕子、関口由希公、村上哲雄、高橋きよ子

「重症低血糖で当院へ救急搬送された症例の臨床的検討」

第 61 回日本糖尿病学会年次学術集会　東京　５月 24 日～５月 26 日

○荒熊智宏、村上純子、大塚友梨、相原雅子

「埼玉県南部の急性期病院小児科で経験した非ワクチン株による侵襲性肺炎球菌感染症（ＩＰＤ）の３例」

第 92 回日本感染症学会学術集会　岡山　５月 31 日

○山田歩美、芦野　朱、野田邦子

「初期研修医と倫理的課題にどうとりくむか～初期研修医のアンケートから見えたこと～」

第９回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会　三重　６月 17 日

松村憲浩

「生活保護受給者の救急要請は不適切なのか？　～地域急性期病院の二次救急における重症度に関する検討

～」

第９回日本プライマリ・ケア連合学会学術集会　三重　６月 1 ６日

○野田邦子、関口梨絵、志田真澄、他

「薬剤管理機能検討チームのとりくみ－専門職能を活かしたチーム医療の実現を目指して－」

第 68 回日本病院学会学術総会　石川県　６月 28 日

○関口梨絵、志田真澄、山田歩美、他

「薬剤管理機能検討チームのとりくみ－緊急入院患者への薬剤師の早期介入による減薬推進－」

第 68 回日本病院学会学術総会　石川県　６月 28 日

○貞弘朱美、増田　剛、野田邦子、他

「クオリティマネジメントセンターが病院をプロデュースする」

第 68 回日本病院学会学術総会　石川県　６月 28 日
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○栗原唯生、市川辰夫、辻　忠男

「皮下結節（皮下結節性脂肪壊死症）を契機に発見された膵腺房細胞癌の１例」

第 49 回日本膵臓学会大会　和歌山　６月 29 日～６月 30 日

○平澤　薫、荒熊智宏、田中美江、秋山綾子、高田綾野、英岡和香子、近藤喜美子

「当院における小児虐待対策チーム発足１年間の報告」

第 10 回日本子ども虐待医学会学術集会　香川　８月４日

藤田泰幸

「なかなか自傷衝動が制御できず苦慮した思春期女児例」

第 36 回日本小児心身医学会学術集会　大宮　９月８日

○野田邦子、吉田智恵子、木村典子、大竹美代、他

「各専門職のアセスメントは患者の問題解決につながっているか～職種別記録監査を試みて～」

第 44 回日本診療情報管理学会学術総会　新潟　９月 21 日

○野田邦子、長峯光春、日向理恵、他

「『４つのキー記録』への介入を通してケアプロセスの改善を図る」

第 44 回日本診療情報管理学会学術総会　新潟　９月 21 日

小幡成植

「病院理念『人権をまもり健康なくらしに役立つ医療』を地域に発信する」

全日本病院学会　東京　10 月７日

○木村貴史、菅　隆太、熊谷大樹、植木佑太、岡本雪子、新井弘子、吉田暁子、盛　雅巳、小宮あゆみ

「ＮＲＳを用いたエムラクリームの使用評価」

第 42 回全国腎疾患管理懇話会　沖縄　10 月 19 日

松村憲浩

「労作時呼吸困難を繰り返した 60 歳代男性」

第 65 回日本臨床検査医学会学術集会　東京　11 月 16 日

○佐野貴之、市川辰夫、井上　豪、栗原唯生

「当院における胃ＧＩＳＴに対する、鏡視下手術症例の検討」

第 31 回日本内視鏡外科学会総会　福岡　11 月６日～ 11 月７日
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○栗原唯生、佐野貴之、重吉　到、井上　豪、市川辰夫

「当院における腹腔鏡下虫垂切除時の虫垂根部処理方法の検討」

第 31 回日本内視鏡外科学会総会　福岡　11 月６日～ 11 月８日

○西野直人、栗原唯生

「肝不全を合併した漏出性胆汁性腹膜炎の一例」

第 80 回日本臨床外科学会総会　東京　11 月 22 日～ 11 月 24 日

○粂田真央、小野未来代、石田真紀、岩月民子

「埼玉協同病院における、多職種による外来カンファレンスの取り組み報告」

第 13 回医療の質・安全学会学術集会　愛知　11 月 24 日

雪田慎二

「協同病院における周産期メンタルヘルスチームのとりくみについて」

第 31 回日本総合病院精神医学会総会 東京　12 月１日

Ⅲ．地方会・支部会
○春日みさき、守谷能和、三浦正善、細川真人、鮫島一朗

「血液透析が著効した致死性急性カフェイン中毒の１例」

日本内科学会第 647 回関東地方会　東京　12 月 8 日

久保寺彩香

「外来呼吸リハビリテーションの取り組み及び効果について」

第 28 回全日本民医連神経・リハビリテーション研究会　大阪　11 月 16 日

中西　裕

「当院回復期リハビリ病棟でのアウトカム指数について」

第 29 回全日本民医連神経・リハビリテーション研究会　大阪　11 月 16 日

Ⅳ．埼玉県
藤田泰幸

「これまで当科で行ってきた小児カウンセリングのまとめ」

第 55 回埼玉県医学会総会　さいたま市　２月 25 日

間野真也

「当院で施行した上部消化管ＥＳＤ症例の検討～対策型胃がん検診導入に向けて」

第 55 回埼玉県医学会総会　さいたま市　２月 25 日
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村本耀一

「盲腸捻転に対し内視鏡的整復術を施行した２例」

第 55 回埼玉県医学会総会　さいたま市　２月 25 日

辻　忠男

「膵疾患に対する内視鏡的膵管バルーン拡張術（Endoscopic Pancreatic Duct balloon Dilation:EPDBD）の

安全性・有用性について──膵石・仮性嚢胞・非癒合症例を中心に──」

第 55 回埼玉県医学会総会　さいたま市　２月 25 日

忍　哲也

「当院で経験した２ヵ月以内に抗菌薬投与歴のない Clostridium difficile 感染症」

第 55 回埼玉県医学会総会　さいたま市　２月 25 日

杉山鑑夫

「最近４年間の当院における被包化膵壊死（Walled-off necrosis:WON）10 例に対する治療の経験」

第 55 回埼玉県医学会総会　さいたま市　２月 25 日

増田　剛

「潜在的なＢ型肝炎ウィルス（ＨＢＶ）感染者への支援活動」

第 55 回埼玉県医学会総会　さいたま市　２月 25 日

入江直子

「筋痛で発症したＡＮＣＡ関連血管炎の１例」

第 55 回埼玉県医学会総会　さいたま市　２月 25 日

平　祐子
「手術に付き添う患者家族の心理」
第26回埼玉県看護研究学会　さいたま市　12月１日

Ⅴ．川口市医師会、さいたま市医師会
○甲田昌紀、山田歩美

「当院に入院した糖尿病性足壊疽患者の社会的背景の検討」

第 12 回川口市医学会総会、川口市、５月 26 日

○西野直人、佐野貴之

「ステロイド内服中に発症した、空腸憩室穿孔の一例」

第 12 回川口市医学会総会、川口市、５月 26 日



− 266 −

埼玉協同病院　年報　2018 年　VOL.31（通巻第 33 号）

○荒熊　智宏、平澤　薫、藤田泰幸、和泉桂子

「肝円索膿瘍の乳児例」

川口市医師会小児科部会症例研究会　川口市　11 月 21 日

Ⅵ．全日本民医連・地協、医療福祉連
井上智友記

「盲腸捻転に対し内視鏡的整復術を施行した２例」

第 18 回全日本民医連消化器研究会 in 新潟　新潟　３月 17 日

辻　忠男

「埼玉県における 30 年間の腹部超音波研究会を通した病診連携の経験」

第 18 回全日本民医連消化器研究会 in 新潟　新潟　３月 17 日

忍　哲也

「当院で経験した２ヵ月以内に抗菌薬投与歴のない Clostridium difficile 感染症」

第 18 回全日本民医連消化器研究会 in 新潟　新潟　３月 17 日

増田　剛

「潜在的なＢ型肝炎ウィルス（ＨＢＶ）感染者への支援活動」

第 18 回全日本民医連消化器研究会 in 新潟　新潟　３月 17 日

野田邦子

「医療の質と指標その測定・可視化と改善」

第２回民医連ＱＩ推進士養成セミナー　東京　７月 27 日

○荒熊智宏、平澤　薫、藤田泰幸、和泉桂子

「非ワクチン株による侵襲性肺炎球菌（ＩＰＤ）の３症例」

第 16 回全日本民医連小児医療研究会　福島　９月 17 日

【講演会】
Ⅰ．外部機関

増田　剛「私たちを取り巻く情勢と民医連の役割」

淀川勤労者厚生協会　法人管理者研修会　大阪市　１月６日

増田　剛「肝炎の話」

浦和社会生活大学　さいたま市　２月１日
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伊藤理恵「掻痒性皮膚疾患の治療戦略」

さいたま南部アレルギーフォーラム　埼玉県さいたま市　３月 23 日

雪田慎二「戦争と医学　731 部隊の医師たちが犯した医学犯罪」

東アジアの平和を考える会　吉川市　５月 27 日

雪田慎二「がん緩和医療　病診連携の進化」

南部医療圏緩和ケアフォーラム　川口市　６月 27 日

小池昭夫「労働衛生管理・健康保持増進」

衛生推進者養成講習　さいたま市　７月 24 日

雪田慎二「戦争と医学　なぜいま 731 部隊なのか」

2018 平和のための埼玉の戦争展　埼玉県さいたま市　７月 29 日

小池昭夫「労働衛生管理・健康保持増進」

衛生推進者養成講習　船橋市　８月 29 日

野田邦子「ＱＩ活動とはなにか？ＱＩを知り活用する」

神奈川民医連学習会　神奈川　９月 18 日

雪田慎二「物忘れがあってもニコニコ・いきいき生活」

上尾市消費者団体連絡会　上尾市　10 月 30 日

雪田慎二「戦争と医学　今なぜ 731 部隊なのか」

旧満州国視察報告会　東アジアの平和を考える会　吉川市　11 月 11 日

雪田慎二「考えてみませんか　自分の生き方　働き方～精神科医の立場から」

はたらく女性の埼玉集会シンポジウム　埼玉県さいたま市　11 月 23 日

Ⅱ．関係諸機関
増田　剛「43 回方針案の特徴と民医連事務幹部の役割」

東京民医連事務幹部養成学校　東京都文京区　１月 29 日

増田　剛「第 43 回全日本民医連総会方針の学習」

新潟民医連　職責者・幹部職員研修会　新潟市３月 24 日
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増田　剛「民医連のバトンを次代に繋ぐ～民医連綱領改定から 10 年に向かって～」

香川民医連　第 30 回定期総会　高松市　５月 20 日

増田　剛「全日本民医連総会方針と民医連事務の役割」

第 43 期北海道東北地協　中堅事務職員集会　仙台市　７月 13 日

増田　剛「国民生活の困難と平和・民主主義の危機の中・・・民医連はどう歩むのか」

山梨民医連　総会方針学習会　甲府市　７月 14 日

野田邦子「適応外使用をめぐる問題－薬剤師の立場から」

医療問題研究会　東京　９月 20 日

増田　剛「医師が求める民医連事務への期待」

横浜勤労者福祉協会　第２期次世代および若手管理者講座　横浜市　９月 27 日

野田邦子「自己と組織の変革を求めて－最高の医療を提供できる病院へ」

国際医療福祉大学大学院　東京　12 月 10 日

【著書】
金子しおり

「総合診療医のための Specialist Drug 40　この薬だけは押さえておきたい！

〔専門医から「日常的なフォローアップをお願いします」となりやすい疾患群の薬〕

１）ノルバデックス ®（タモキシフェン）

２）アリミデックス ®（アナストロゾール）」

総合診療　第 28 巻　第７号　904 ‐ 905　７月１５日

小池昭夫

「じん肺・アスベスト外来のとりくみ」

民医連医療　No.549  44 ‐ 45　2018 年

【論文】
忍　哲也

「当院で経験した発症３ヵ月以内に抗菌薬投与のない Clostridium difficile 感染症の２例」

埼玉県医学会雑誌　第 53 巻　第１号　2018 年
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藤田泰幸

「これまで当科で行ってきた小児カウンセリングのまとめ」

埼玉県医学会雑誌　第 53 巻　第１号　2018 年

○野田邦子、平嶋久美子、大津由季、伊藤由美

「医療記録の質向上を目指した患者による医療記録監査の試み―患者閲覧用電子カルテを用いて―」

診療情報管理　第 30 巻　第１号　101 ‐ 107　2018 年

○肥田　徹、安田邦彦、佐野達郎、小川智也、長谷川元

「カフ型透析カテーテル徹底検討（上手に安全に使用するには）長期型バスキュラーアクセスの適応に関す

る検討」

医工学治療　第 30 巻 Suppl　84　2018 年３月

○平澤　薫、荒熊智宏

「軽症胃腸炎関連けいれんに用いたカルバマゼピンが原因と考えた急性尿閉の１幼児例」

日本小児救急医学会雑誌　第 17 巻　第３号　492 ‐ 495　2018 年

○ Akihiko Tamura, Mitsuhiko Funakoshi1, Naw Awn J-P, Kichinori Hasegawa,

Atsushi Ishimine1,Akio Koike,Noriyuki Tannai1, Masami Fujii1, Makoto Hattori,

Harukazu Hirano, Kenji Nakamura, Masanobu Funakoshi, Kazuhiko Satomi1,

Yoshihito Yamashita, Yasuma Fukuchi and Narufumi Suganuma

“Potential asbestos exposure among patients with primary lung

cancer in Japan”

Journal of Occupational Health 2018　60　236 ‐ 245

○ Jeff Kirk Svane,Shu-Ti Chiou,Oliver Groene,Milena Kalvachova,Mirna Zagrajski Brkic,Isao 

Fukuba,Tiiu Harm,Jerneja Farkas,Yen Ang,Mikkel Osterheden Andersen and Hanne Tonnesen

“A WHO-HPH operational program versus usual routines for implementing clinical health promotion:an 

RCT in health promoting hospitals(HPH)

Svane et al. implementation Science 2018;13:153

○ Motofumi Tosa, Masako Aihara and Junko Murakami

“Extended-spectrum Beta-lactamase-producingEscherichia coli Meningitis That Developed from 

OtitisMedia with Cholesteatoma”

internalmedicine 2018;57: 3199 ‐ 3204

○増田　剛、小野未来代

「妊婦に対する消化器内視鏡診療」
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消化器内視鏡　第 30 巻　第７号　847 ‐ 852　2018 年

○桑沢綾乃、仁平高太郎

「Oxford UKA における高圧炭酸ガス洗浄（CarboJet）を使用したセメントテクニックの有用性　脛骨側セ

メント充填深度と術後 radiolucent line の検討」

JOSKAS　第 43 巻　第３号　799 ‐ 805　2018 年６月

○桑沢綾乃、仁平高太郎

「外反骨切り後の THA」

Hip Joint　第 44 巻　第１号　66 ‐ 71　2018 年８月

○肥田　徹、浅川友美、島村裕子、関口由希公、村上哲雄、高橋きよ子、田中裕美、福島やよい、岩月民子、

野田邦子

「当院通院中の高齢者糖尿病の血糖コントロール目標（新基準）の達成状況

糖尿病　第 61 巻　第９号　648　2018 年９月

○李　冬平、芳賀厚子、伊藤浄樹、榎本明美、市川清美

「分娩後雷鳴様頭痛を発症し、可逆性脳血管攣縮症候群（reversible cerebral vasoconstriction syndrome）

と診断された１例」

埼玉産科婦人科学会雑誌　第 48 巻　第２号　70 ‐ 76　2018 年９月

○肥田　徹、原田悦子、菊池弘人、佐々木裕介、中村由紀、小川公己、安田邦彦、佐野達郎、原　宏明、小

川智也、長谷川元

「長期型バスキュラーアクセスの適応に関する検討」

腎と透析　第 85 巻別冊　アクセス 2018　214 ‐ 215　　2018 年 10 月

○仁平高太郎、桑沢綾乃、北村類、遠藤大輔、楊宝峰

「形成不全性ＯＡに対するセメントレスでの cup 設置では bulk bone graft は必要か」

日本人工関節学会誌　第 48 巻　９－ 10　2018 年 12 月

○桑沢綾乃、仁平高太郎、北村　類、遠藤大輔、楊　宝峰

「ＴＫＡ・ＴＨＡ同時手術の治療経験」

日本人工関節学会誌　第 48 巻　421 ‐ 422　2018 年 12 月

○仁平高太郎、桑沢綾乃、北村　類、遠藤大輔、楊　宝峰

「ＲＡＯ後のＴＨＡでは高率に鼠径部痛が発生する」

日本人工関節学会誌　第 48 巻　585 ‐ 586　2018 年 12 月
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○桑沢綾乃、仁平高太郎、北村　類、遠藤大輔、楊　宝峰

「関節縫合と barbed suture 膝の関節縫合部はどの位伸びるか？」

日本人工関節学会誌　第 48 巻　705 ‐ 706　2018 年 12 月

野田邦子

「患者用電子カルテ端末設置と『医療記録の読み方講座』」

患者安全推進ジャーナル　№ 54. 2018

野田邦子

「患者用電子カルテ端末『マイかるて』で患者－医療者のコミュニケーションを促す」

臨床看護記録　2018 年６･ ７月

大津由季

「勉強しよう、カルテ（医療記録）の読み方」

臨床看護記録　2018 年８･ ９月

野田邦子

「患者と共有する医療記録の現状とこれから」

臨床看護記録　2018 年 10･11 月
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埼玉協同病院年報　掲載基準・論文投稿規定

埼玉協同病院年報　掲載基準・論文投稿規定

１．資格：筆頭著者および責任著者は埼玉協同病院職員に限る。

２．論文内容：当院の学術活動、診療技術の水準を反映するものとする。

◎論文区分 ; 論文の区分は、研究論文 ･ 技術論文 ･ 総説、症例、資料、報告、その他とする。

３．既に、医中誌や Pub Med 等のデータベースに収載された雑誌に掲載されたあるいは accept された論文

は、その旨を明記し別冊１部を年報編集委員会に提出する。それ以外の論文は「４．執筆要項」に従う。

　４．執筆要項

◎概要 : 和文または英文とし，希望の論文の区分を必ず明記する。（論文の区分は学術教育委員会の意向

によって変更を指示する場合もある）

　原稿はワープロを用いてＡ４･ 縦、横書きに印字する。

　英文（文献を含む）の場合も同様にＡ４･ 縦、横書きに印字する。

　なお、共著者がある場合、筆頭著者および責任著者は全員が本論文の投稿を承諾したことを確認する。

◎ 論文の構成 : 表題、著者名、所属、所在地、和文要旨、キーワード、および本文とし、図表をつける。

共著の場合、著者全員の所属を記す。

◎ 論文の長さ : 要旨および文献を除いた本文の長さは総説が 12,000 字以内、研究・技術論文・資料・技

術講座 8,000 字以内、症例報告 6,000 字以内、その他 5,000 字以内とする。図表・写真は、１点につ

き 400 字換算し上記に含める。

◎ 表題 : 表題は内容を簡潔、的確に明示するものとし略語はなるべく用いない。

◎ 要旨：和文　400 字以内（できれば英文も 200word 以内）Key Word：５word 以内

◎ 図（写真原稿を含む）、表等はＡ４版で１枚ずつ別の用紙に作成し、上記原稿の余白に挿入位置を指示する。

◎ 図表の番号や、標題名、解説等は、白黒プリントにして原図を１／４程度に縮小しても読み取れるよう

に確認する。

◎ 文献：本文に用いられた文献は引用順に整理して文末に一括記載し、「著者名：題名・雑誌名（または書名）・

巻数・ページ：発行年」の順とする。

◎ その他　　原稿の頭に「分類」、末尾に「発表先または掲載雑誌名」を記載する。

　　上記に基づいて原稿が出来上がり次第、年報編集委員会が指定するフォルダに保存もしくは提出する。

※発表に用いたパワーポイントに、発表原稿を文字化した文章を付したものは上記の「論文」には該当し

ない。必ず「４．執筆要項」に従って記載する。

 2013 年制定

 2015 年改訂
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編集後記

　職員の協力により無事31巻目の「年報2018」を発行することができました。
　ここ数年医療を取り巻く状況は更に厳しいものとなっています。医療そのものが発展することは喜ばしいこ
とですが、ある程度大きな病院になると細分化が進み、職員一人ひとりの顔が見えなくなってきていると感じ
ます。
　2018年度は埼玉協同病院の大規模なリニューアルに向けた論議が開始されました。7年先を見越したリ
ニューアルとなり、ますます職員の力の結集が重要となります。まだ議論は始まったばかりですが、この年報
に掲載された各職場や委員会の取り組みをさらに継続、発展させたいと考えています。
　今回の発刊にあたり、私たちの医療を見直すとともに、今後もより一層地域への医療貢献に役立てればと思っ
ております。
　「年報」の背表紙は虹色がモチーフとなっており、今年は青色となっております。皆様のお手元に届き書棚
が虹色に飾られることを楽しみにしております。

2019 年 7 月 25 日　　埼玉協同病院年報作成委員会メンバー一同
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  埼玉協同病院年報作成委員会　メンバー

   市川　大輔　　山梨　　忍　　松本　　茂
	 	 	 根岸　千尋　　戸邉美穂子
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